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空中飛行を満喫
大芋小学校で9月26日
大芋校区自治会・大芋校区活性化委員会による
熱気球搭乗体験イベント「そらとぶ大芋」が行われました
熱気球は約23mの高さまで飛び上がり
家族連れら約130人が空からの眺めを楽しみました

●特集
●大学と連携したまちづくり
●日置・後川・雲部小　最後の運動会



　

篠
山
市
と
神
戸
大
学
大
学
院
農

学
研
究
科
が
締
結
し
た
地
域
連
携

協
力
協
定
。
協
定
書
に
は
、
地
域

課
題
の
解
決
や
産
業
振
興
、
ま
ち

づ
く
り
な
ど
の
分
野
で
将
来
に
わ

た
っ
て
相
互
に
協
力
し
、
双
方
の

活
性
化
と
人
材
育
成
に
寄
与
す
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
実
現
の
た
め
に
、
よ
り
具
体
化

し
た
次
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
共
同
研
究

　

農
業
分
野
を
中
心
と
し
た
産

業
、
地
域
づ
く
り
な
ど
、
幅
広
く

地
域
課
題
解
決
を
め
ざ
す
共
同
研

究
や
、
篠
山
市
の
政
策
的
ニ
ー
ズ

に
基
づ
き
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
関

す
る
研
究
を
実
施
。
現
在
、
年
間

２
件
程
度
の
共
同
研
究
を
行
い
、

そ
の
成
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

し
て
い
ま
す
。

●
現
地
実
習

　

特
産
物
の
栽
培
な
ど
を
実
際
の

生
産
者
に
学
ぶ
教
育
研
究
の
場
と

し
て
、
市
全
体
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

活
動
す
る
一
方
、
地
域
で
は
、
学

生
の
皆
さ
ん
の
視
点
に
よ
る
新
た

な
気
づ
き
を
地
域
づ
く
り
に
生
か

し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
は
、

市
内
各
地
の
農
家
で
実
習
。
平
成

20
年
度
か
ら
は
、
演
習
と
し
て
単

位
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

真
南
条
上
営
農
組
合
、
今
年
度
は

と　き　11月10日（火）19：00～21：00
ところ　神戸大学農学部篠山フィールドス
テーション（東新町）
内　容　都市部への販路拡大に関するさ
まざまな取り組みを紹介解説します
講　師　中塚雅也さん（神戸大学大学院農
学研究科　助教）ほか
定　員　50人（先着順）
申し込み・問い合わせ　篠山フィールドス
テーション☎・FAX506-2366

地域連携研究員（篠山フィールドステー
ション担当）

近
こん

藤
どう

　史
ふみ

さん
　篠山フィールドステーションでは、市民の
皆さんに広く開かれた、地域と大学の交流の
場となることをめざして、地域連携活動全般
に関する市民の皆さんの質問や相談に対応さ
せていただく時間帯（オフィスアワー）を設け
ています。毎週火曜・水曜日・13時から16
時までの時間帯は、談話室も一般に開放して
います。訪問の目的は限定しません。ささい
な疑問や悩みでもかまいませんので遠慮なく
ご訪問ください。また、「農産物の販路拡大」
をテーマとしたセミナーを11月10日に篠
山フィールドステーションで行います。興味
がありましたら、ぜひご参加ください。

城
南
地
区
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

● 

セ
ミ
ナ
ー
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

　

連
携
事
業
に
よ
る
研
究
活
動
の

成
果
の
公
開
や
、
地
域
ニ
ー
ズ
の

共
有
を
進
め
て
い
ま
す
。

● 

地
域
ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
知
識
の
伝
承
）

　

農
村
地
域
で
、
農
業
従
事
者
の

リ
タ
イ
ア
と
と
も
に
、
地
域
資
源

の
保
全
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
に

必
要
不
可
欠
な
地
域
固
有
の
暮
ら

し
の
智
恵
と
作
法（
地
域
ナ
レ
ッ

ジ
）が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

と
活
性
化
に
結
び
つ
く
た
め
の
支

援
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
設
立
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
大
学
の
研
究
と
合
わ
せ
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
今
ま
で
の
研
究
成

果
を
も
と
に
、
よ
り
実
践
的
な
シ

ス
テ
ム
と
し
て
確
立
さ
せ
る
た
め

継
続
し
て
市
と
共
同
で
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

市
と
大
学
は
、
地
域
連
携
協
力

協
定
に
先
立
ち
、
学
生
や
教
員

の
実
践
的
な
研
究
と
人
材
育
成
の

場
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
共
同

学
習
の
場
と
し
て
、
平
成
18
年

11
月
に「
神
戸
大
学
農
学
部
篠
山

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
東

新
町
）を
開
設
し
ま
し
た
。

　

篠
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
常
駐
の
地
域
連
携
研
究

員
に
よ
り
、市
内
で
調
査
や
実
習
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
就
業
体
験
）

な
ど
を
行
う
学
生
や
教
員
に
対
し

て
、
各
種
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
市
や
受
け
入
れ

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
連
絡
窓
口

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
の
役

目
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
の
支
援
で
は
、
神
戸
大
学

農
学
部
・
食
農
コ
ー
プ
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

市
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る「
農
業

農
村
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習
」や「
農
業

農
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
」に
協

力
し
て
い
ま
す
。

　
「
農
業
農
村
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習
」

は
、
１
回
生
以
上
を
対
象
と
し
た

計
８
回
の
日
帰
り
農
業
体
験
実

習
。
今
年
は
、
城
南
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、

18
人
の
受
講
生
が
岩
崎
や
真
南
条

上
と
真
南
条
中
、
真
南
条
下
の
３

地
区
に
分
か
れ
、
農
家
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
演
習
を
き
っ
か
け
に
、
大

学
と
地
元
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

商
品「
丹
波
の
赤
じ
ゃ
が
」も
生
ま

れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
農
業
農
村
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
」は
、
今
年
か

ら
の
新
し
い
取
り
組
み
。
３
回
生

以
上
を
対
象
と
し
た
、
宿
泊
を
伴

う
実
践
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

真
南
条
上
営
農
組
合
と
岩
崎
ま
こ

も
会
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、

11
人
の
受
講
生
が
泊
ま
り
込
み
で

農
家
に
弟
子
入
り
し
た
り
、
地
域

活
性
化
の
提
案
づ
く
り
を
進
め
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
２
つ
の
演
習
の

ね
ら
い
は
３
つ
。「
む
ら
の
教
育

力
」の
も
と
で
、
農
業
や
農
村
の

発
展
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
。学
生
の
体
験
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
皆
さ
ん
が
地
域
資
源
を
再

発
見
し
た
り
、
地
域
が
活
性
化
し

た
り
す
る
こ
と
。
大
学
と
地
域
の

間
で
、
人
的
な
交
流
を
深
め
、
相

互
に
学
習
す
る
こ
と
で
、
新
た
な

価
値
を
創
造
す
る
こ
と
で
す
。

連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム

学生たちは黒大豆枝豆を収穫
し、収穫の喜びを感じていました
（真南条上地区）

交
流
拠
点・篠
山
フ
ィ
ー

ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　平成18年3月から官学地域連携事業に取り組んできた篠山市と神戸大学大
学院農学研究科。平成19年4月5日には、「地域連携に関する協定書」を調印
し、双方の活性化と人材育成をめざし、将来にわたって恒常的に連携できる体
制づくりを進めています。
　ここでは、地域連携事業についてご紹介するとともに、活動拠点である「神
戸大学農学部篠山フィールドステーション」の取り組みをお知らせします。

問い合わせ
　企画課　☎552-5106
　神戸大学農学部篠山フィールドステーション　☎506-2366

大学と連携したまちづくり
～新たな地域連携の推進に向けて～

「農業農村フィールド演習」に取り組まれている学生の皆さんと、城南まちづくり協議会の皆さん

学生たちは農家の皆さんとサツマ
イモを収穫しました（岩崎地区）

真南条上営農組合では、神戸大学
農学部とのコラボレーションによる
「丹波の赤じゃが」の生産販売を
開始。学生たちも赤じゃがの収穫
を手伝いました（真南条上地区）

学生たちが農家に弟子入り。夜も農家の
皆さんとひざを突き合わ、語り合いました
（真南条上地区）

「消費者とつながる」

篠山フィールドステーションセミナー
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児童たちと老人会の皆さんによる「玉入れ」

●募集締め切り　11月6日（金）必着
●作品発表　平成21年12月（予定）
●賞金　入選作品（1作品）＝10万円
● 応募方法　市役所、教育委員会、城東支所、日置・
後川・雲部小学校に備え付けています所定の応募用
紙（篠山市ホームページからダウンロードできます）
に必要事項を記入してください。そして、直接提出
（教育総務課、城東支所、日置・後川・雲部小学校）、
郵送（〒669-2397・篠山市北新町41　教育総務課）
またはメール（kyoikusomu_div@city.sasayama.
hyogo.jp）で応募してください

※ なお、郵送の場合、封筒の表面に「篠山市立城東小
学校校歌の歌詞応募」と「篠山市立城東小学校の校章
のデザイン応募」と赤書きしてください。

●問い合わせ　教育総務課　☎552-5709

篠山市立城東小学校の
校歌と校章を募集

－入選作品には賞金10万円をプレゼントー

　日置・後川・雲部小学校の3小学校は、平成22年3
月31日をもって閉校します。そして、現在、日置小
学校が位置するところに、新たな統合小学校として平
成22年4月1日、「篠山市立城東小学校」が開校します。
　篠山市城東地区市立小学校統合準備委員会では、城
東小学校の誕生にあたり、これからの時代をたくまし
く生きる子どもを育

はぐく

むとともに、未来に輝く、魅力あ
ふれる小学校にふさわしい校歌や校章を作りたいとの
願いから、「校歌の歌詞」と「校章のデザイン」を下記の
とおり募集します。多くの皆さんのご応募をお待ちし
ています。

「校歌の歌詞」・「校章のデザイン」募集要領

●作品に盛り込んでほしい点
　・子どもたちにも分かりやすい校章
　・子どもや小学校への期待が込められている校章
　※ カラー（用紙の地色を含め4色以内）、モノクロの

どちらでも応募できます。なお、グラデーション
（ボカシ・濃淡）は不可とします。

篠山市立城東小学校「校章のデザイン」

●作品に盛り込んでほしい点
　・ 外国語などを多用せず、子どもたちに理解しやす

い歌詞
　・城東地区の自然の情景などを含む歌詞
　・ 子どもの目線や心が素直に表現されているような

歌詞
　・子どもや小学校への期待が込められている歌詞
　・「城東小学校」または「城東」の文言を含む歌詞
●その他
　・校歌の作曲は、別に公募します
　・ 校歌の歌詞は1番から3番までで、漢字にはふりが

なをつけてください

篠山市立城東小学校「校歌の歌詞」

日
置
小
学
校（
児
童
98
人
）

後
川
小
学
校（
児
童
16
人
）

雲
部
小
学
校（
児
童
34
人
）

　

日
置
・
後
川
・
雲
部
小
学
校
で
９
月
19
日
・
20
日
の

両
日
、
運
動
会
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
春
に
統
合
を
控
え
る
３
校
に
と
っ
て
は
最
後
の
運
動

会
。
児
童
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
卒
業
生
、
地
域
の

皆
さ
ん
ら
が
、
な
じ
み
深
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
思
い
っ
き
り

走
っ
た
り
、
大
き
な
声
で
応
援
し
た
り
し
て
、
思
い
出
を

心
に
刻
み
込
み
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
み
ん
な
が
キ
ラ
リ
と
光
輝
い
た
運
動
会
の

様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

日ひ

置お
き・後し
つ

川か
わ・雲く
も

部べ

小

最
後
の
運
動
会

〜
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
響
き
わ
た
る
歓
声
。思
い
出
を
心
に
刻
む
〜

ピラミッドを披露した「組体操」
バトンをつないでゴールをめざした「一瞬に
駆けろ！」

児童たちと卒業生が大玉転がしを楽し
んだ「ようこそ先輩！ 集まれ！ 日置っ子」

参加者全員による演技「みんなで踊ろうデ
カンショ踊り」

運動会のフィナーレでは、参加者全員が手をつないで運動場を囲み、校歌を合
唱。「ありがとう運動場」のプラカードを掲げ、慣れ親しんだグラウンドに感謝
のメッセージを送りました

児童たちと保護者・老人クラブの皆さんによる3世代交流競技「お月見だんごリレー」。
参加者は、玉入れの玉をはしでつまんでは、うちわに乗せて運び、交流を深めました

児童たちが、先生や保護者の皆さんと白熱のレースを
繰り広げた「スウェーデンリレー」

参加者全員によるグラウン
ドゴルフ「めざせ！ 一等賞」

地域の皆さんによる「玉入れ」
リズムに合わせてみんなでジャンプ！ 地域
の皆さんによる「大縄跳び」

約400人が参加した運動会。小学生が赤・白の2組、自治会が4組に分かれて競技に
取り組みました。最後は、デカンショ踊りや城東音頭を踊った後、参加者全員の記念撮
影で幕を閉じました

5・6年生の児童たちによる合同リレー
「KUMOBEパワーでラストスパート」

1年生から6年生までがいろいろな
技に挑戦した「組体操」

白熱した戦いが繰り広げられた
「帽子取り」
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篠
山
市
に
は
、
現
在
11
の
登
録
子
育
て
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
グ
ル
ー
プ
が
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
を
行
い
な
が
ら
、
親
子
の
交
流

を
深
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
わ
た
し
は
、
篠
山
で
も
っ
と
も
歴
史
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
「
に
じ
っ
こ

ク
ラ
ブ
」
を
訪
問
し
、
活
動
内
容
や
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
声
、
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人が好き　まちが好き

街 どか

リポート

23
日
に
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た「
に
じ
っ
こ
セ
ー
ル
」で
は
、
約
２
０
０
人

の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
着

な
く
な
っ
た
子
ど
も
服
や
使
わ
な
く
な
っ

た
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
互
い
に

交
換
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
地

域
を
越
え
た
活
動
範
囲
の
広
さ
に
、
子
育

て
に
対
す
る
思
い
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

す
。
そ
れ
は
、
そ
の
特
技
や
資
格
を
ぜ
ひ

と
も
、
活
動
に
生
か
し
て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
思
い
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
最
初
は
、

消
極
的
な
会
員
さ
ん
も
、
い
ざ
当
番
を
さ

れ
る
と
、
そ
の
達
成
感
に
感
動
し「
入
っ

て
い
て
良
か
っ
た
」と
お
っ
し
ゃ
る
そ
う

で
す
。
初
め
は
、
楽
し
ま
せ
て
も
ら
う
た

め
に
入
会
さ
れ
た「
に
じ
っ
こ
ク
ラ
ブ
」

が
、
自
分
か
ら
楽
し
む
場
と
な
り
、
育
児

が
育
自
に
な
る
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
の

だ
そ
う
で
す
。

　
「
に
じ
っ
こ
ク
ラ
ブ
」の
青あ

お

野の

早さ

苗な
え

代
表

は
、「
お
母
さ
ん
た
ち
の
力
は
無
限
大
！
こ

の
感
動
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
ね
」と
話
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
子
ど
も

た
ち
も
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
一
生
懸
命
に

取
り
組
む
姿
や
交
流
す
る
姿
を
見
て
、
自

然
に
周
り
の
子
と
の
関
係
の
築
き
方
や
、

思
い
や
り
の
気
持
ち
な
ど
を
身
に
付
け
て

子
育
て
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自

主
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

近
く
に
子
育
て
支
援
活
動
を
行
わ
れ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
が
な
い
か
、
子
育
て
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー（
さ
さ
や
ま
・
に
し
き
・
た
ん

な
ん
・
こ
ん
だ
）に
尋
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
初
め
は
ち
ょ
っ
と
楽
し
ん
で

み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
で
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、
自
分
と
同
じ
悩
み

を
も
つ
仲
間
に
出
会
え
た
り
、
自
分
が
楽

し
い
と
思
え
る
活
動
に
出
会
え
た
り
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

る
の
で
、
ぜ
ひ
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
に
じ
っ
こ
ク
ラ
ブ
」で
は
、
新
し
い
メ

ン
バ
ー
を
募
集
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
興

味
を
も
た
れ
た
方
は
ぜ
ひ
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
子
育
て
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
近
く
の
子
育
て
グ

ル
ー
プ
の
紹
介
も
し
て
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
出
会
い
の
中
で
、
子
育
て
の
ヒ

ン
ト
が
き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

 

子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー（
さ
さ
や

ま
☎
５
５
６
‐
２
１
０
０
／
に
し
き

☎
５
９
３
‐
１
３
２
３
／
た
ん
な
ん

☎
５
９
４
‐
１
０
４
０
／
こ
ん
だ
☎

５
９
７
‐
２
１
２
５
）

※ 

に
し
き
・
こ
ん
だ
子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
は
、
ア
ド
バ
イ
サ
ー
が
駐
在
し

て
い
る
場
合
の
問
い
合
わ
せ
と
な
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
は
、
た
ん
な
ん
子
育
て

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
年
度
の
募
集

を
終
了
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま

す
。

地
域
を
越
え
た
子
育
て
活
動

　
「
に
じ
っ
こ
ク
ラ
ブ
」は
平
成
６
年
に
、

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
の
場
と
し
て
立
ち
上

げ
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
現
在
35
組
の

親
子（
子
ど
も
は
41
人
）が
登
録
。
毎
月
２

回
・
水
曜
日
に
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー
や
中

央
公
民
館
城
東
分
館
で
、
お
誕
生
会
や
季

節
の
行
事（
七
夕
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
）な
ど
を

取
り
入
れ
な
が
ら
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
た
ち
が
立
ち
上
げ
た
グ
ル
ー
プ

で
す
が
、
活
動
に
は
お
父
さ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
参
加
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

市
内
で
は
、
地
域
ご
と
で
活
動
さ
れ
て

い
る
子
育
て
グ
ル
ー
プ
が
多
い
中
、「
に
じ
っ

こ
ク
ラ
ブ
」で
は
、
福
住
地
区
や
味
間
地

区
な
ど
、
市
内
の
広
範
囲
か
ら
参
加
さ
れ

て
い
る
方
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
９
月

●リポーター

古
こ

杉
すぎ

 由
ゆ

比
い

子
こ

さん
（大沢）

　
「
に
じ
っ
こ
ク
ラ
ブ
」の
最
大
の
特
徴
は

何
と
い
っ
て
も
、
毎
月
の
活
動
を
会
員
の

皆
さ
ん
が
持
ち
回
り
で
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
。
入
会
の
際
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
資

料
に
、
お
子
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ル（
体
調

や
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）の
ほ
か

に
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
特
技
や
資
格
な

ど
も
記
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
そ
う
で

い
ま
す
」と
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
子
育
て
の
悩
み
は
祖
父
母
や

地
域
の
子
育
て
経
験
者
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
る
こ
と
で
解
決
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
夫
婦
と

子
ど
も
だ
け
の
核
家
族
が
増
加
。
日
中

は
、
母
親
と
子
ど
も
だ
け
で
過
ご
す
と
い

う
家
庭
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

子
育
て
の
悩
み
や
愚
痴
を
聞
い
て
も
ら
え

ず
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
て
い

る
お
母
さ
ん
も
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　

市
内
に
は
、「
に
じ
っ
こ
ク
ラ
ブ
」を
は
じ

め
、「
う
さ
ぎ
」「
キ
ュ
ー
ピ
ー
ず
」「
き
ら
り
」

「
こ
ぶ
た
」「
ひ
よ
こ
の
会
」「
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
」「
す
ず
ら
ん
」「
さ
く
ら
ん
ぼ
」「
い
ち

ご
」「
フ
レ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
」の
11
の
登
録

お
母
さ
ん
の
力
は
無
限
大
！

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

集
ま
れ
ち
び
っ
こ
！

地
域
に
広
が
る
子
育
て
の
輪

地
域
で
支
え
よ
う「
子
育
て

グ
ル
ー
プ
」

　
「
に
じ
っ
こ
ク
ラ
ブ
」は
、
０
歳
か
ら
就

学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
お
母

さ
ん
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
も

ち
ろ
ん「
に
じ
っ
こ
ク
ラ
ブ
」を
卒
業
さ
れ

た
お
母
さ
ん
た
ち
も
地
域
に
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。「
に
じ
っ
こ
ク
ラ
ブ
」で
仲

良
く
な
ら
れ
た
お
母
さ
ん
た
ち
が
卒
業
し

て
、
お
子
さ
ん
が
大
き
く
な
ら
れ
て
か
ら

も
交
流
が
続
い
て
い
る
と
い
う
お
話
を
聞

い
て
、素
晴
ら
し
い
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
に
い
る
と
き
だ
け
で
な
く
、

そ
の
と
き
の
経
験
が
地
域
で
の
子
育
て
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
な
あ
と
思
い
ま

す
。
子
育
て
グ
ル
ー
プ
を
卒
業
さ
れ
た
方

だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
地
域
の
皆
さ
ん
に

子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
存
在
を
知
っ
て
い
た

だ
い
て
、
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
も

個
人
的
に
子
育
て
支
援
の
活
動
を
し
て
い

① 地域の枠を越えて活動されている「にじっこクラブ」の皆さん。10月14日に
は、宮ノ前地区でサツマイモ堀りを楽しみました

② ・③10月7日に西紀老人福祉センターで、文化祭に出展される作品づくりに取
り組まれた子育てグループ「こぶた」の皆さん

④ 　「にじっこクラブ」のお誕生会の様子。おめでとう！ と、特製ケーキで祝いました

⑤ 　「にじっこセール」では、子ども服やくつ、おもちゃ、ベビーカー、チャイルドシー
トなどが持ち寄られ、商品の交換が行われました❺

❹
❶

❸

❷

「にじっこクラブ」が毎年発
行されている文集と、年に4
回発行されている情報紙
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市政レーダー
支
給
額
を
４
０
，
０
０
０
円
引
き
上
げ

　

緊
急
の
少
子
化
対
策
と
し
て
、
出
産
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
10
月
１

日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
出
産
さ

れ
る
場
合
の
出
産
育
児
一
時
金
を
４
０
，

０
０
０
円
引
き
上
げ
ま
す
。

産
科
医
療
補
償
制
度
対
象
分
娩
の
場
合
＝

38
万
円
↓
42
万
円

右
記
以
外
の
分
娩
の
場
合
＝
35
万
円
↓

39
万
円

支
給
方
法
を
変
更

　

出
産
さ
れ
た
方
の
退
院
時
の
費
用
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
各
保
険
者（
国
民
健

康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
）か
ら
直
接
医

療
機
関
へ
出
産
育
児
一
時
金
を
支
払
い
ま

す（
直
接
支
払
制
度
）。

出
産
費
用
が
42
万
円
を
超
え
た
場
合
＝
超

過
額
を
直
接
医
療
機
関
へ
お
支
払
い
く
だ

さ
い

出
産
費
用
が
42
万
円
に
満
た
な
か
っ
た
場

合
＝
各
保
険
者
か
ら
差
額
分
を
被
保
険
者

へ
支
給
し
ま
す

※ 

直
接
支
払
制
度
を
利
用
さ
れ
な
い
場
合

は
、
各
保
険
者
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
と
支
給
方
法
が
変
わ
り
ま
す

出
産
・
育
児 

問
い
合
わ
せ　

医
療
保
険
課（
☎
５
５
２
‐
７
１
０
３
）

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
包
装
は
、
き
ち
ん
と
ご
み
と
分
別
す

れ
ば
、
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
プ
ラ
マ
ー
ク
の
付
い
て
い
る

容
器
包
装（
下
図
）は
、
次
の
点
に
注
意
し

て
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

中
身
を
使
い
切

り
、
水
洗
い
す

る

※ 

製
品
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
容
器
や

お
も
ち
ゃ
、
文
具
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品（
左
図
）は
対
象
外
で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
は
き
ち
ん
と
分
別
し
ま
し
ょ
う

ご
み
の
分
別 

問
い
合
わ
せ　

生　

活　

課（
☎
５
５
２
‐
５
１
１
７
）

人 権

しあわせ

「感じることからはじめる心のスケッチブック」

兵庫県・（財）兵庫県人権啓発協会発行より

問い合わせ　人権推進課☎552-6926

　あたりまえのことが、あたりま

えにできている…

　そんな、だれもが幸
しあわ

せを感
かん

じる

「人
じん

権
けん

文
ぶん

化
か

の息
いき

づくまち」を創
そう

造
ぞう

し

ていきませんか。

2009篠山市スポーツカレンダー
篠山市教育委員会・篠山市体育協会

月 日 曜日 大　　会　　名　（会　場） 団　　体　　名

11
月

1日 日

第8回篠山市空手道大会、組手・形講習会
（篠山総合スポーツセンター） 空 手 道 協 会

第22回篠山市少年サッカー大会（西紀運動
公園） サ ッ カ ー 協 会

第17回市長杯ソフトボール大会（四季の森グ
ラウンド） ソフトボール協会

3日 火･祝

篠山市サッカーフェスティバル（篠山総合ス
ポーツセンター） サ ッ カ ー 協 会

第11回内外杯ソフトボール大会（四季の森グ
ラウンド） ソフトボール協会

8日 日
バレーボール大会（B&G海洋センター体育館） 篠山体育振興会

兵庫県高等学校駅伝競走大会（兵庫県高校駅伝コース） 兵庫県高等学校体育連盟

14日 土 篠山市体育指導委員会インディアカ講習会・
大会（西紀体育館） 体育指導委員会

15日 日

篠山ジュニアリーグ第3節（市内小学校グラ
ウンド） サ ッ カ ー 協 会

ソフトボール大会（西紀中学校グラウンド） 西紀体育振興会

秋季球技大会（今田グラウンド・今田体育館）今田体育振興会

29日 日

第4回篠山市テニス交流大会（篠山総合ス
ポーツセンター） テ ニ ス 協 会

ソフトバレーボール大会（B&G海洋センター
体育館） 城東体育振興会

丹南バレーボール大会（川代体育館） 丹南体育振興会

12
月
23日 土 第52回篠山市駅伝競走大会（黒豆の館周辺

コース） 陸 上 競 技 協 会

31日 木 年越マラソン大会（日置コース・後川コース）城東体育振興会

2010年

１
月

1日 木 第11回ファミリー初もうで大会（マラソン＝
ハートピアセンター・熊野新宮神社） 多紀体育振興会

17日 日 第11回篠山市新春駅伝大会（黒豆の館周辺
コース） 篠山市体育協会

24日 日 第39回丹南卓球大会（川代体育館） 丹南体育振興会

31日 日 第9回福知山沿線都市交流少年フットサル大
会（篠山総合スポーツセンター） サ ッ カ ー 協 会

２
月

7日 日

卓球大会（篠山総合スポーツセンター） 篠山体育振興会

卓球大会（B&G海洋センター体育館） 城東体育振興会

ボウリング大会（プラザアピア柏原） 西紀体育振興会

14日 日 卓球大会（今田体育館） 今田体育振興会

21日 日 第13回卒業記念少女バレーボール大会（川
代体育館） バレーボール協会

28日 日 丹南ファミリーバドミントン大会（川代体育館） 丹南体育振興会

３
月

7日 日 第30回篠山ABCマラソン大会（篠山城跡マ
ラソンコース）

篠山ABCマラソン
大会実行委員会

21日 日 第19回ワイルドボアオープンテニス大会（篠
山総合スポーツセンター） テ ニ ス 協 会

問い合わせ　社会教育・文化財課☎552-5769

プラマーク

笑
え

顔
がお

で「あいさつ」や「感
かん

謝
しゃ

の

ことば」が飛
と

び交
か

っている

お互
たが

いの「じんけん」を尊
そん

重
ちょう

する社
しゃ

会
かい

のルールが自
し

然
ぜん

に

守
まも

られている…
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ま
る
い
〜
の
商
品
券
の
お
礼
と
お
詫
び

ふるさと
いちばん

市長の ・とーくH
ほっと

OT
　

篠
山
市
と
商
工
会
と
の
共
同
で
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
た
と

こ
ろ
、
早
期
に
完
売
で
き
ま
し
た
。

国
か
ら
の
経
済
対
策
の
交
付
金
を
活

用
し
て
の
事
業
で
し
た
が
、
他
の
自

治
体
で
は
、
な
か
な
か
完
売
で
き
な

か
っ
た
と
聞
い
て
い
た
の
で
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
特
に
５
セ
ッ
ト
買
え
る
特
典

の
た
め
、
住
基
カ
ー
ド
の
申
請
を
２
日

間
で
１
，
２
０
０
人
の
方
に
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
市
役
所
へ
ご

足
労
い
た
だ
い
た
方
、
購
入
の
た
め
長

い
間
お
待
ち
い
た
だ
い
た
方
、
せ
っ
か

く
来
ら
れ
た
の
に
入
手
し
て
い
た
だ
け

な
か
っ
た
方
に
、
お
礼
と
お
詫
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
住
基
カ
ー
ド
は
外
国
籍
の

方
に
は
交
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
事
業

に
そ
の
旨
の
記
載
が
な
か
っ
た
と
の
ご

指
摘
も
あ
り
、
配
慮
が
足
り
な
か
っ

た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た

消
防 

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部（
☎
５
９
４
‐
１
１
１
９
）

今月の「こんにちは市長室」
　酒井市長が直接市民の皆さん
とお出会いし、市政に対しての
ご意見やご要望をお聴きする場と
して、毎月10日に行っています。
と　き　11月10日（火）
　　　　13：00～16：00
ところ　城東支所

篠山市発…

光 11チャンネル光光 111111チャンネルチャンネル

CATV自主制作番組
11月の放送日と内容

文字放送：9:50、13:50、20:50からそれぞれ10分間
映像放送：10:00、14:00、21:00からそれぞれ30分間

放送日＝Part1　 1日（日）～ 5日（木）
　　　　Part2　 6日（金）～10日（火）
　　　　Part3　11日（水）～15日（日）
　　　　Part4　16日（月）～20日（金）
　　　　Part5　21日（土）～25日（水）
　　　　Part6　26日（木）～30日（月）
内　容＝ 前回大会の応募作品の中から、惜しくも選考外と

なった未公開の力作を6回に分けて放送。
　　　　Part1　 籠球日記、明日に挑戦!、高校生の挑戦、

夢を売りたい
　　　　Part2　 童（わらはべ）、空き瓶、地蔵縁、エコは

国境を越えて
　　　　Part3　 さようならまた会えるといいね、蓄音機

の音色を伝えて20年、健気に生きるなど
　　　　Part4　 昔の遊び、島を愛して90年、よみがえれ

三濃山、今も現役、人形の最期
　　　　Part5　 今もうだつをあげる町、やっと会えたね、

春彩吉野山、葦焼き
　　　　Part6　 チョウのくらし、スクールヘルパー、泉

の友、昔の再現ビデオ作り隊！ など

●第20回丹波篠山ビデオ大賞応募作品集

　篠山市は、今年度を岐阜県高山市との交流元
年と位置付け、10月4日、その最初の事業とし
て土

つち

野
の

守
まもる

高山市長をお迎えして、市民フォーラム
を開催しました。フォーラムでは、高山市長が、
観光客の受け入れ態勢や景観保全などのさまざ
まな先進的な取り組みを紹介。その後の公開ディ
スカッションでは、まちづくりについての活発な意
見交換が行われました。今後も、高山市との交流
を積み重ね、将来の姉妹都市提携に繋げていき
たいと考えています。
問い合わせ　生活課☎552-5117

市民フォーラム「高山市の
まちづくりに学ぶ」を開催

市政レーダー

に
家
庭
で
使
わ
れ
る
燃
料
は
、
化
石
燃
料

へ
代
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
安
価

な
外
国
産
木
材
の
輸
入
に
よ
り
国
産
木
材

の
価
格
が
下
落
。
結
果
、
農
家
の
森
林
へ

の
関
心
が
低
下
し
て
、
国
産
木
材
の
流
通

が
滞
り
、
日
本
の
木
材
自
給
率
は
約
２
割

に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

政
府
は「
木
づ
か
い
運
動
」を
展
開
し
、
国

産
木
材
の
利
用
促
進
や
、
木
材
需
要
を
拡

大
す
る
啓
発
活
動
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

森
林
の
機
能
、
価
値
を
考
え
る

　

森
林
は
、
間
伐
な
ど
を
行
い
適
切
に
整

備
す
る
と
、将
来
の
木
材
の
価
値
を
高
め
、

土
砂
災
害
の
抑
止
や
二
酸
化
炭
素
の
効
率

的
な
吸
収
に
よ
る
地
球
温
暖
化
の
防
止
、

さ
ら
に
は
水
源
の
養
成
な
ど
、
森
林
が
も

つ
多
面
的
な
機
能
を
発
揮
し
ま
す
。
し
か

　

以
前
か
ら
、
森
林
整
備
の
経
費
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
し
た
が
、
森

林
整
備
が
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
現
状

か
ら
、
助
成
の
要
件
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
森

林
所
有
者
の
負
担
な
し
で
森
林
整
備
が
行

え
る
制
度
も
新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
は
、
以
前
よ
り

も
少
な
い
負
担
で
間
伐
な
ど
が
で
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
度
、
右
記
ま

た
は
、
篠
山
市
森
林
組
合
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

森
林
の
伐
採
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　

な
お
、
森
林
所
有
者
や
立
木
を
買
い
受

け
た
方
が
、
森
林
の
樹
木
を
伐
採
さ
れ
る

場
合
、
30
日
前
ま
で
に
市
役
所
に
届
け
出

を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
民
運
動「
木
づ
か
い
運
動
」

　

昔
、
篠
山
の
よ
う
な
農
村
で
は
、
農
家

が
自
然
の
管
理
者
と
し
て
、
里
山
か
ら
燃

料
で
あ
る
薪ま

き

を
採
取
し
、
将
来
の
た
め
に

植
林
し
な
が
ら
森
林
を
管
理
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
日
本
経
済
の
成
長
と
と
も

森
林
だ
よ
り 

問
い
合
わ
せ　

農
林
政
策
課（
☎
５
５
２
‐
６
５
８
０
）

あ
ら
た
め
て
森
林
の
機
能
を
考
え
る

　

し
か
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
活
用

い
た
だ
け
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
、
少
し
で
も
篠
山
の
経
済
活
性
化

の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
お
店
で
活
用
し

て
ほ
し
い
と
願
って
い
ま
す
。

優
秀
賞　

松ま
つ

田だ

賢け
ん

吾ご

（
丹
南
中
３
年
）、
長な

が

澤さ
わ

桃も
も

子こ

（
西
紀
中
２
年
）、
志し

儀ぎ

知と
も

明あ
き（
八

上
小
６
年
）、
橋は

し

元も
と

杏あ

実み

（
今
田
小
４
年
）、

中な
か

本も
と

歩あ
ゆ

花か

（
古
市
小
２
年
）、前ま

え

田だ

大た
い

成せ
い（
篠

山
幼
稚
園
）、
水み

ず

上か
み

真ま

奈な

（
篠
山
幼
稚
園
）

入　

賞　

岸き
し

本も
と

明あ

日す

香か

（
篠
山
中
３
年
）、

西に
し

原は
ら

美み

佳か

（
丹
南
中
１
年
）、井い

の

上う
え

奈な

々な

（
西

紀
中
１
年
）、
馬う

ま

場ば

サ
キ（
古
市
小
６
年
）、

松ま
つ

元も
と

桃も
も

子こ

（
八
上
小
５
年
）、友と

も

近ち
か

七な
な

海み

（
村

雲
小
５
年
）、
田た

村む
ら

剛た
け

史し

（
味
間
小
３
年
）、

畑は
た

鮎あ
ゆ

美み

（
西
紀
南
小
３
年
）、橋は

し

元も
と

南な

旺お

（
今

田
小
２
年
）、水み

ず

口ぐ
ち

隼し
ゅ
ん

平ぺ
い（
西
紀
南
小
１
年
）

入
賞
作
品
の
展
示

11
月
２
日（
月
）〜
８
日（
日
）＝
バ
ザ
ー
ル
タ

ウ
ン
篠
山
・
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
館
／
11
月
11
日（
水
）

〜
19
日（
木
）＝
ハ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
／
11

月
22
日（
日
）〜
30
日（
月
）＝
こ
ん
だ
薬
師
温

泉
ぬ
く
も
り
の
郷
／
12
月
２
日（
水
）〜
11
日

（
金
）＝
西
紀
支
所
／
12
月
13
日（
日
）〜
20
日

（
日
）＝
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

し
、
近
年
で
は
森
林
を
か
か
え
る
地
域
の

過
疎
化
・
高
齢
化
に
よ
り
森
林
整
備
が
進

ま
ず
、
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
な
い

森
林
が
目
立
ち
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
や

す
く
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

間
伐
材
の
利
活
用
と
世
界
の
動
き

　

環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
か
ら
、

間
伐
材
は「
使
わ
な
け
れ
ば
も
っ
た
い
な

い
資
源
」と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
材
価
格
の
下
落
で
、
切
り
捨
て
ら
れ
て

い
た
間
伐
材
は
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
利
用

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
が
木
材
の
輸
出
関
税
を
25

㌫
か
ら
80
㌫
に
引
き
上
げ
る
予
定
で
、
再

び
国
産
木
材
の
価
格
が
上
昇
す
る
の
で
は

な
い
か
と
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

変
わ
る
助
成
制
度

　

毎
年
、
消
防
本
部
で
は
、
幼
少
年
の
防
火
意
識
を
高
め
る
た
め
、
市
内
の
幼
稚
園
児
と
小
・

中
学
生
た
ち
を
対
象
に
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
９
月
15
日

に
篠
山
市
建
物
農
機
具
共
済
推
進
協
議
会
と
篠
山
市
防
火
安
全
協
会
の
協
賛
を
得
て
、
審
査

会
を
行
い
ま
し
た
。
４
２
６
点
の
力
作
が
出
品
さ
れ
、
審
査
員
も
入
賞
作
品
の
選
出
に
苦
悩

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
入
賞
者
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 （
敬
称
略
）

篠 山 市 長 賞　奥
おく

田
だ

更
さら

紗
さ

（西紀中3年）

篠山市消防長賞　山
やま

崎
ざき

一
いっ

晟
せい

（西紀小４年）

篠山市防火安全協会長賞　芦
あし

田
だ

朱
あか

理
り

（味間小１年）
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酒
井
市
長
に
建
議
書
を
提
出

　

市
農
業
委
員
会
で
は
９
月
30
日
、来
年
度
に
お
け
る
市
の

農
業
振
興
施
策
の
推
進
に
向
け
て
、市
内
各
地
域
の
農
業

者
の
皆
さ
ん
の
意
見
な
ど
を
ま
と
め
た「
篠
山
市
の
農
政

に
関
す
る
建
議
書
」を
酒
井
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、同
委
員
会
が
市
の
農
政
推
進
に
向
け
て
提
出

し
た
建
議
書
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

篠
山
市
農
業
委
員
会
は
、
平
成
14
年
度

か
ら「
土
つ
く
り
」を
目
標
に「
篠
山
市
堆た

い

肥ひ

セ
ン
タ
ー
建
設
」を
求
め
て
、
建
議
し

続
け
て
き
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
の
建
議

に
も「
堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設
の
実
現
」を
強

く
要
望
し
ま
す
。

①
生
き
た
土
つ
く
り
の
必
要
性

　

戦
後
、
日
本
農
業
は
近
代
化
が
押
し
進

め
ら
れ
、
機
械
化
に
よ
る
省
力
化
や
、
農

薬
・
化
学
肥
料
を
多
用
す
る
な
ど
の
効
率

的
な
生
産
体
制
の
構
築
に
よ
り
、
量
産
に

は
つ
な
が
り
ま
し
た
が
、「
死
ん
だ
土
」に

変
ぼ
う
し
た
農
地
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
先
人
た
ち
が
残
し
て
こ
ら
れ
た

「
生
き
た
土
」を
よ
み
が
え
ら
せ
る
必
要
性

が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

② 

畜
産
環
境
問
題
の
深
刻
化
と
そ
の
対
応
策

　

平
成
16
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
家
畜

ふ
ん
尿
処
理
の
規
制
や
有
機
農
業
の
支
援

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ「
農
業
環
境
関
連
３

法
」に
よ
っ
て
、
市
の
畜
産
農
家
は
深
刻

な
環
境
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
平
成

15
年
に
設
置
さ
れ
た「
篠
山
市
堆
肥
セ
ン

タ
ー
建
設
推
進
研
究
会
」は
、
そ
の
基
本

計
画
や
実
施
計
画
を
答
申
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
建
設
規
模
や

形
態（
分
散
型
と
集
中
型
）、
使
用
す
る
微

生
物
な
ど
に
つ
い
て
検
討
結
果
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

③
環
境
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
必
要
性

　

家
庭
か
ら
の「
生
ご
み
」、
各
種
食
品
工

場
か
ら
の「
産
業
廃
棄
物
」、
さ
ら
に「
下

水
道
汚
泥
」な
ど
の
処
理
に
、
篠
山
市
で

は
毎
年
多
額
の
費
用
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
廃
棄
物
が
畜
産
廃
棄
物
と

と
も
に
一
括
処
理
で
き
、
肥
料
化
の
で
き

る
堆
肥
セ
ン
タ
ー
が
建
設
で
き
れ
ば「
土

つ
く
り
」は
も
ち
ろ
ん
、
環
境
保
全
に
大

い
に
貢
献
で
き
ま
す
。

　

在
来
鳥
獣
の
生
息
密
度
が
高
く
な
る
と

と
も
に
、
帰
化
獣
で
あ
る
ア
ラ
イ
グ
マ
・

ヌ
ー
ト
リ
ア
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
こ
こ
数
年
、

農
村
だ
け
で
な
く
市
街
地
に
も
現
れ
て
い

ま
す
。多
く
の
農
産
物
を
被
害
か
ら
守
り
、

次
世
代
に
優
良
農
地
と
し
て
残
す
た
め
に

も
、
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要

望
し
ま
す
。

①
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
防
護
柵

　

防
護
柵
の
未
整
備
集
落
で
は
、
個
人
で

ノ
リ
網
・
ト
タ
ン
・
電
気
柵
を
設
置
し
て

防
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
防
護
柵

の
設
置
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、

農
家
の
皆
さ
ん
に
は
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。
既
に
当
初
計
画
の
69
％
の
防

護
柵
が
完
成
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
未
整
備
地
域
に
つ
い
て
は
早
急
に
設

置
を
進
め
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

②
サ
ル
の
防
護
柵

　

サ
ル
に
よ
る
被
害
は
農
作
物
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
や
女
性
な
ど
に
も
危
害
を
加

え
て
い
る
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
、
シ
カ

網
防
護
柵
の
上
に
サ
ル
よ
け
の
電
柵
の
設

置
も
併
せ
て
強
く
要
望
し
ま
す
。

③ 

外
来
生
物
、
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ

ア
捕
獲
従
事
者
講
習
会
の
継
続

　

昨
年
度
開
催
し
ま
し
た
捕
獲
従
事
者
講

習
会
の
継
続
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
在

来
の
生
態
系
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す

外
来
生
物
の
根
絶
を
行
政
指
導
の
も
と
、

進
め
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

④ 

篠
山
市
有
害
鳥
獣
対
策
推
進
協
議
会
の

強
化

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
篠
山
市
有
害
鳥
獣

対
策
推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
取
り
組

み
を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
野
生
鳥
獣

に
よ
る
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
農
業

所
得
の
減
少
や
生
産
意
欲
の
減
退
な
ど

が
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
に
も
、
以
下
の
４
つ
の
項
目
に
つ

い
て
要
望
し
ま
す
。

• 

市
有
害
鳥
獣
対
策
推
進
協
議
会
で
推
進

さ
れ
る
事
業
が
成
果
と
な
っ
て
表
れ
る

よ
う
、
大
幅
な
予
算
増
額
と
支
援
体
制

の
充
実
を
進
め
ら
れ
る
こ
と

• 

有
害
鳥
獣
の
個
体
数
削
減
に
つ
い
て
対

策
を
講
じ
る
こ
と

• 

ボ
タ
ン
鍋
と
同
様
、
シ
カ
肉
が
丹
波
篠

山
の
名
物
料
理
と
な
る
よ
う
、
利
用
法

の
研
究
開
発
を
進
め
ら
れ
る
こ
と

• 

隣
接
他
府
県
と
の
協
力
支
援
体
制
を
進

め
ら
れ
る
こ
と

　

農
業
・
農
村
施
策
に
つ
い
て「
丹

波
さ
さ
や
ま
特
産
物
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
１
０
」に
基
づ
き
、
市
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
・
農
村
の
地
域
特
性
や
実
態

に
即
し
た
市
独
自
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

① 

日
本
型
食
生
活
、
米
消
費
拡
大
の
推
進

　

米
を
は
じ
め
と
す
る
農
畜
産
物
の
メ

デ
ィ
ア
を
通
じ
た
広
い
啓
発
活
動
や
、
学

校
で
の
米
飯
給
食
の
回
数
増
に
伴
う
地
場

野
菜
の
消
費
拡
大
ま
た
、
食
農
教
育
へ
の

支
援
措
置
な
ど
を
一
層
強
化
し
て
い
く
こ

と
を
要
望
し
ま
す
。

②
農
畜
産
物
の
地
域
内
流
通
の
促
進

　

昨
今
、
安
全
で
安
心
な
農
畜
産
物
を
求

め
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
消
費
者
の
動
き
を
的
確
に

と
ら
え
、
地
域
食
材
の
学
校
給
食
へ
の
活

用
、
直
売
所
で
の
販
売
促
進
、
病
院
・
公

的
機
関
、
観
光
施
設
で
の
利
用
、
地
元
量

販
店
を
通
じ
た
販
売
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な

ど
、
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
や
地
域
内
流

通
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
し

ま
す
。

　

農
地
法
等
改
正
法
が
６
月
17
日
の
参
議

院
本
会
議
で
成
立
し
、
24
日
に
公
布
さ
れ

年
内
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
と
な
り

ま
し
た
。
同
改
正
法
は
、
わ
が
国
の
食
料

供
給（
自
給
）力
を
強
化
す
る
た
め
、
そ
の

基
礎
的
な
資
源
で
あ
る
農
地
な
ど
を
確
保

し
、
効
率
的
な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
転

用
規
制
を
厳
格
化
す
る
と
と
も
に
、
貸
借

規
制
の
緩
和
に
よ
っ
て
幅
広
く
農
業
参
入

を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
篠
山
市
に
お
い
て
新
た
な
農

地
制
度
が
適
性
に
、
そ
し
て
円
滑
に
運
用

さ
れ
る
よ
う
、
農
業
委
員
会
の
活
動
予
算

の
確
保
や
、
農
地
の
制
度
や
実
務
に
精
通

し
た
職
員
の
確
保
・
増
員
な
ど
事
務
局
体

制
の
整
備
、
強
化
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
要
望
し
ま
す
。

「
土
つ
く
り
」の
必
要
性

野
生
鳥
獣
害
防
止
対
策

米
の
消
費
拡
大
と
地
産
地
消

新
農
地
制
度
の
円
滑
な

運
用
に
向
け
た
農
業
委

員
会
の
体
制
整
備

農 業 委 員 会 だ よ り
問い合わせ　農業委員会事務局 ☎552-6909

Information

※ 狩猟期間とは、狩猟者（狩猟免許を所
有し、県に登録した方）が、銃や網、わ
なで鳥獣を捕獲できる期間のことをい
います。
※ 狩猟は、どこでも自由に行えるわけで
はありません。鳥獣保護区や公道、社
寺境内・墓地などでは、狩猟が禁止さ
れています。
※ 狩猟による危険防止を推し進めるた
め、日没後から日の出前までの時間帯
における銃猟は禁止されています。な
お、この日没・日の出の時刻は、暦によ
る日没・日の出の時刻です

狩猟事故
防止のために

狩猟者の皆さんへ
○ 法令やマナーの厳守、十分な安全確
認、猟犬の管理を徹底し、市民の皆さ
んに不安や不信感を与えないようお
願いします
地域住民や入山者の皆さんへ
○ 山林内では見通しの良い道を利用し、
鳥獣と見間違われないように目立つ
服装などで、自分の存在を知らせるよ
う心掛けてください
○ わなは非常に危険です。わな設置の
標識がある場合は、近づかないように
してください

問い合わせ　農林政策課☎552-6580

●狩猟期間●
11月15日㈰～
平成22年2月15日㈪

また、ニホンジカの狩猟期間は、3月
15日（月）まで延長されます。

11月15日から
狩猟が解禁されます
　11月15日から狩猟が解禁されま
す。狩猟による事故や違反が起こら
ないよう皆さんのご協力をお願いし
ます。
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まちの話題

まるいのだより
公式マスコットキャラクター「まるいの」

丹波篠山築城400年祭を市民の皆さんの手で成功させよう！

築城400年祭のさまざまな情報をお知らせします

築城400年祭実行委員会事務局（築城400年祭推進課内）☎552-1117／まちづくりポケット こらぼ☎552-4141
ホームページアドレス　http://tanba.sasayama.jp/

第57回兵庫県点字競技会で優勝（9月）
　このたび、丹南点訳アイ・愛サークルの酒

み

造
き

忠
ただ

夫
お

さん（同
サークル代表）と夫

お

形
かた

れい子
こ

さんが、第57回兵庫県点字
競技会で優勝されまし
た。酒造さんは上級の
部、夫形さんは初級の
部でそれぞれ受賞。同
サークルは日ごろ、市広
報や市議会だよりなど
の点訳ボランティアを行
われています。

映画「行きずりの街」市内でロケ撮影（9月17日）
　都内の名門校を追放された元教師が、失踪した教え子
をさがすミステリー映画「行きずりの街」の撮影が、9月17
日に市内で行われまし
た。クランクインとなっ
たこの日、教師役の中
村トオルさんが、故郷で
暮らす場面が撮影されま
した。なお、映画は平
成22年の初春に公開が
予定されています。

ミニミニトライアスロン記録会（9月20日）
　9月20日に藤岡ダム周辺で、篠山市出身の八

や

尾
お

彰
しょう

一
いち

さ
ん率いる「ブレイブ北摂ヤオロジック」主催のミニミニトラ
イアスロン記録会が
開かれました。大会
では、子どもの部、一
般の部、エリートの部
に分かれ、水泳、バイ
ク、ランニングの鉄
人レースを繰り広げ
ました。

全国車いすマラソン大会（9月27日）
　9月27日に篠山城跡マラソンコースで行われた第21回
「全国車いすマラソン大会」。全国から集まった121人の
選手の皆さんが、秋
の篠山路を駆け抜け
ました。また、表彰
式では、入賞された
選手の皆さんの首
に、保育園児たちか
ら、折り鶴のレイが
掛けられました。

篠山市民ゴルフ大会（10月5日）
　第42回目を迎えた篠山市民ゴルフ大会が10月5日、オー
タニにしきカントリークラブ（遠

おち

方
かた

）で行われました。最高
のゴルフ日和のラウ
ンドとなったこの日
は、総勢152人（男
性124人、女性28
人）が、起伏に富み、
池が随所にあるタフ
なコースで熱戦を繰
り広げました。

●丹波篠山・まちなみアートフェスティバル（9月19日～27日）【河原町妻入商家群】
●篠山市建築組合50周年記念大会「木とふれあおうDAY」（9月22日）【大手前展示館】
●第2回丹波篠山う米（まい）もんフェスタ（9月23日）【篠山チルドレンズミュージアム】
●篠山城講談会（9月27日）【篠山城大書院】
●デカンショ○□遊（えんゆう）フェスタ（10月3日）【たんば田園交響ホール】
●「うまいぜグウ」お酒まつり（10月10日）【丹波杜氏酒造記念館】
●姉妹都市交流展（10月10日～12日）【篠山市民センターほか】

全国車いすマラソン大会で、兵庫
県マスコット「はばタン」、保育園
児の皆さんと記念写真

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

●「みたけの里」文化の祭典と収穫感謝祭
とき・ところ　 11月15日（日）10：00～16：00／みたけ会館および周辺
実施主体　畑校区自治会長会
● 宇宙と大地からのプレゼント～星の故郷（降る里）で食と歴
史を感じてみませんか～

とき・ところ　11月15日（日）11：00～15：00／今福公民館・広場
内　容　 隕石落下場所の紹介、隕石（レプリカ）の展示、特産品の品評

会・即売会
実施主体　今福自治会・今福生産組合

フォトスケッチ
● 承けつぎ 創り 伝える 篠山城 築城400年記念 王地山焼
作品展（9月15日～24日）【篠山城大書院】
● 丹波篠山妻入商家と語る築城400年祭物語（9月16日）
【鳳凰会館】

公演では、全国の民謡のほか、阿波踊りや郡上おどり、デカンショ節などが披露され、会場を
大いに沸かせていました

下河原町の皆さんが、園田学園女子大学短期大学部の学生の皆さんと共
同で行われたのれんづくり。9月16日には、出来上がったのれんを藍色に染
め上げました

丹波篠山妻入商家と語る築城400年祭物語

アートフェスティバルには、地元ゆかりの芸術家36人の作品が展示。観光
客らは、古い町並みと現代アートの融合を楽しんでいました

丹波篠山・まちなみアートフェスティバル

承けつぎ 創り 伝える
篠山城 築城400年記念 王地山焼作品展

会場では、江戸時代の技法で復元した磁器や
古王地山焼など、約60点が展示されました

第
２
回
丹
波
篠
山

う
米
も
ん
フ
ェ
ス
タ

篠山市建築組合の皆さんが、日本家屋建築の実演や丸太切り競争などを
行い、大工の仕事を分かりやすく紹介しました

篠山鳳鳴高校出身の講談師・旭
きょく

堂
どう

南
なん

左
ざ

衛
え

門
もん

さんが、「篠山城縄張奉行ー若き日
の藤堂高虎」などの講談を披露しました

フェスタでは、全国の米の食べ比べや、かまどで
炊いた新米の試食などが行われました。来場者
の皆さんは、おいしそうに口いっぱいにほおばり
篠山米の味を満喫していました

デカンショ○□遊フェスタ

篠山市建築組合50周年記念大会
「木とふれあおうDAY」

篠山城講談会

●丹波篠山築城400年記念植樹 つづみ峠に桜成木植樹
とき・ところ　11月15日（日）8：30～／つづみ峠（県道篠山三和線）
実施主体　草山郷づくり協議会・つづみ峠を愛する会
●いのこ祭
とき・ところ　11月22日（日）9：00～14：00／倉本公民館
内　容　 野菜の品評会・即売会などの販売を通じて、都市住民との交

流を行います
実施主体　倉本自治会
●野中収穫感謝祭
とき・ところ　11月23日（月）10：00～15：30／野中自治会館とその周辺
実施主体　野中自治会・野中地区里づくり協議会

地域のまつり（自治会等対象協賛事業）

13の酒造会社が、自慢のお酒などを販売。中でも、約
40人の丹波杜氏のお酒が味わえる利き酒コーナーは、
長蛇の列ができ大人気でした

米国・ワラワラ市
とギリシャ・エピダ
ウロス市との交
流のあゆみが写
真や資料などで
紹介されました 

姉妹都市交流展

「うまいぜグウ」お酒まつり

まるいの大集合！
ここにも、そこにも、あそこにも

田んぼアートにて 伊丹市マスコット・たみまるお披露目会にて
丹波篠山黒枝豆販
売解禁イベントにて
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保健・福祉の 総合情報発信

ステーションささやまホット
ささやまホットステーション 検索さらに詳しい情報は

http://www.city.sasayama.hyogo.jp/hotstation/

元気のヒケツは集
っ
て
！

動いて！

楽しんで！

介護者のつどい・らく楽介護講座「なごみ」
同じ介護する者同士で悩みや不安を話し合いたい
　現在介護されている方や、介護に関心のある方
を対象に、らく楽介護講座「なごみ」を行います。
と　き　11月25日（水）13：00～15：00
ところ　丹南健康福祉センター
テーマ　一番大事な「食べること」と「おくち」の介
護方法
参加費　無料　※申し込み不要。
問い合わせ　地域福祉課☎552-5346

スポーツ施設でいきいき講座
　市内2カ所のスポーツ施設で介護予防の講座と運
動体験を行います。奇数月は西紀運動公園で水中
運動を中心に、偶数月は彩華スポーツクラブでマ
シントレーニングを中心に行います。
とき・ところ　11月20日（金）10：30～12：30＝
西紀運動公園・温水プール／ 12月17日（木）11：
00～13：00＝彩華スポーツクラブ
内　容　○身体計測・体脂肪測定・体力測定など
○介護予防と効果的な体の動かし方の話　○簡単
な運動体験（施設見学含む）
申込先　西紀運動公園☎590-8118 ／彩華スポー
ツクラブ☎594-5205
問い合わせ　健康課☎594-1117

障がいに関するマークの紹介
　今回紹介する障がいに関するマークは、ほじょ犬
マークです。ほじょ犬マークは補助犬の理解と啓
発のため、厚生労働省に認定されたものです。補
助犬とは身体障害者補助犬法に基づいて、特別な
訓練を受けた盲導犬や介助犬、聴導犬をいいます。
補助犬は、社会のマナーを訓練され、衛生面でも
管理されています。
　身体障害者補助犬法が施行され、現在では公共

の施設や交通機関はも
ちろん、デパートやスー
パー、ホテル、レストラ
ンなどの民間施設でも補
助犬が同伴できるように
なりました。補助犬への
ご理解とご協力をお願い
します。
問い合わせ　地域福祉課
☎552-7102

「守ろうよ 未来を見つめる 小さなひとみ」
11月は児童虐待防止推進月間です
　児童虐待の相談件数は、依然として増加してお
り、子どもの生命が奪われるなどの重大な事件が
後を絶ちません。今や児童虐待問題は、社会全体
で早急に解決すべき重要な課題となっています。
そこで、11月を「児童虐待防止推進月間」とし、児
童虐待防止のための広報・啓発活動が全国的に行
われます。
　児童虐待の防止には、市民の皆さん1人ひとりが
児童虐待についての理解を深め、主体的なかかわ
りをもつことが重要です。児童虐待は特別なこと
ではなく、あなたの身近なところで起こりうるも
のです。「虐待では？」と思われた場合には、次まで
ご連絡ください。
○篠山市こども未来課

☎552-1115
○ 川西こども家庭セン
ター丹波分室
☎0795-73-3866

○ 児童虐待24時間ホッ
トライン
☎072-759-7799

　がんは、昭和56年以降、日本人の死亡原因の第1
位となり、平成19年のがん死亡者数は336,468人
で死亡者数全体の31％、つまり3人に1人はがんで
死亡するという状態が続いています。
　以前は、胃がんが男女ともに多いのが特徴でし
た。ところが、年々増えてきたのが肺がんで、平
成10年には死亡者数が胃がんを上回り、トップに
なりました。平成19年の死亡者数を昭和30年と比
べると胃がんは1.4倍、肺がんは24.2倍です。また、
大腸がんや肝臓がんも増加しており、男性では前
立腺がん、女性では乳がんの増加が顕著です。

定期検診を受けましょう
　がんの場合、診断と治療の目覚しい進歩により、
定期的にがん検診を受けて、早期発見・治療を行
えば、完治することが困難でない病気といえるよ
うになっています。症状がないまま進行するがん
を早期に発見するには、定期的にがん検診を受け
ることが重要です。
　篠山市では、月に1回センター健診としてがん検
診を行っています。検診のお申し込みがまだの方
は、下記を参考にぜひお申し込みいただき、年に1
回は定期検診を受けるようにしましょう。

ほじょ犬マーク

今月の認サポ情報!
市内の認知症サポーター数（9月末現在）

2,186人達成!　※目標まであと2,814人。
　9月は、福井老人クラブや介護予防サポーター
養成講座で養成講座を行いました。
※ 地域や職場、学校などへ出張講座します。5人
以上の受講者を集めて、お申し込みください。

問い合わせ　健康課☎594-1117
高齢者こころの相談（認知症などの相談） 　
　毎月第3金曜日に認知症などのこころの相談を
行っています。
と　き　11月20日（金）13：30～15：30
ところ　市役所第2庁舎　※相談は無料（要予約）。
申し込み・問い合わせ　

地域福祉課☎552-5346

がん検診はお済みですか？

センター健診
と　き　11月24日（火）／12月18日（金）／平成22年1月23日（土）／ 2月5日（金）／ 2月6日（土）
　　　　※いずれも8：30～12：00。申し込み人数が多い場合は、午後の検診になる場合もあります。
ところ　丹南健康福祉センター
申し込み方法　健康課へ電話でお申し込みください

検診名称 対　象 内　　　容 受診料

肺 が ん 検 診 20歳以上
胸部X線間接撮影 500円
喀痰（かくたん）検査　※必要な方のみ胸部Ｘ線間接撮影とセットで受診。 800円

胃 が ん 検 診 35歳以上
胃部X線間接撮影（バリウムによる検査）
※ 高齢者の方がバリウムを誤って気管に飲み込んでしまう事例が増えて
います。心配な方は医療機関での受診をお勧めします。

1,200円

大 腸 が ん 検 診 20歳以上 便潜血検査（2日分採ります）で当日に回収します 500円
前立腺がん検診 50歳以上の男性 血液中のタンパク質（PSA）を測定する血液検査 1,200円

肝炎ウイルス検診
40歳の方、41歳
以上で過去に受け
たことのない方

B型・C型肝炎ウイルスの血液検査 800円

※ いずれの検診も篠山市に住民登録がある方が対象です。また、後期高齢者医療制度加
入者、篠山市国民健康保険加入者（健診日の時点）は受診料が無料となります。
乳がん・子宮がん
レデース健診
と　き　11月6日（金）／12月7日（月）／平成22年1月12日（火）／ 2月12日（金）
　　　　※いずれも9：00～12：00と13：00～15：00。
ところ　丹南健康福祉センター
申し込み方法　健康課へ電話でお申し込みください

健診名称 対　象 内　　　容 受診料
マンモグラフィ検診 40歳以上の女性 乳房Ｘ線撮影 1,300円
骨粗しょう症健診 20歳以上の女性 素足でかかとに超音波を当てて検査します 1,500円
※ 上記以外にも施設検診の乳がん（視触診）と子宮がん（頸部）検診があります（詳細は、くらしの情報カレンダー
休日診療・検診に掲載）。
問い合わせ　健康課☎594-1117
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Ed

uca
tion

教育
NOW

健康課☎594-1117母 子 保 健 事 業の月11

はぐくみ
Children’ s

わくわく
KID’S

【
種
別
】市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
・

県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財

　

毎
年
10
月
、
池
尻
神
社
の
祭
礼

で
奉
納
さ
れ
る
人
形
芝
居
で
、
語

り
と
謡
い
に
合
わ
せ
て
人
形
を
操

り
ま
す
。
演
目
は
、
江
戸
時
代
に

作
ら
れ
た「
神し

ん
ぺ
ん
お
う
ご
の
さ
く
ら

変
応
護
桜
」と
い
う

も
の
で
、
若
者
が
大
蛇
を
退
治
し
て

娘
を
助
け
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。

操
り
人
形
の
頭
の
部
分
は
、
江
戸

時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
県
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
形

浄
瑠
璃
の
古
い
形
態
を
残
し
て
い

る
貴
重
な
民
俗
芸
能
で
す
。

レ
ッ
ツ
子
育
て
広
場「
パ
パ
・
マ
マ
講
座
」

〜
親
子
の
心
が
ヒ
ッ
ト
す
る　

今
日
か
ら

で
き
る
子
育
て
術
〜

と　

き　

11
月
８
日（
日
）10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

四
季
の
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内　

容　

講
演
と
親
子
遊
び

講　

師　

榎え
の

本も
と

英ひ
で

樹き

さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

生
涯
学
習
サ
ポ
ー
ト
兵
庫
）

対　

象　

４
カ
月
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

定　

員　

20
組

託
児
定
員　

10
人（
６
カ
月
以
上
、要
予
約
）

持
ち
物　

託
児
用
品
、
筆
記
用
具

申
込
期
限　

11
月
５
日（
木
）

子
育
て
広
場「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

と　

き　

12
月
12
日（
土
）10
時
30
分
〜
12
時

と
こ
ろ　

篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

出　

演　

西に
し

田だ

夫ふ

佐さ

さ
ん（
音
楽
家
）と
子

育
て
グ
ル
ー
プ

対　

象　

１
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

定　

員　

３
５
０
人

参
加
費　

プ
レ
ゼ
ン
ト
代（
１
個
に
つ
き

２
０
０
円
）

持
ち
物　

音
の
出
る
も
の（
鈴
・
マ
ラ
カ

ス
・
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
な
ど
）

申
込
期
間　

11
月
４
日（
水
）〜
20
日（
金
）

※ 

い
ず
れ
も
申
込
先
は
、
た
ん
な
ん
子

育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
５
９
４
‐

１
０
４
０

日 事業名 対象者
 2（月）ポリオ（※） Ｈ20.8.1～Ｈ21.7.31生まれ
 4（水）子育て相談日 希望者要予約☎594-1117
 5（木）2歳児歯科健診（※） H19.8生まれ
 9（月）乳児健康相談（※） H21.1生まれ
11（水）離乳食教室 希望者要予約☎594-1117
12（木）1歳7カ月児健診(※）H20.3生まれ
16（月）パパママ教室（※） H22.2・3出産予定
17（火）ポリオ（※） Ｈ20.8.1～Ｈ21.7.31生まれ

日 事業名 対象者
18（水）子育て相談日 希望者要予約☎594-1117
19（木）3歳児健診（※） H18.8生まれ
20（金）ポリオ（※） Ｈ20.8.1～Ｈ21.7.31生まれ
25（水）ポリオ（※） Ｈ20.8.1～Ｈ21.7.31生まれ
26（木）4カ月児健診（※） H21.7生まれ
27（金）ポリオ（※） Ｈ20.8.1～Ｈ21.7.31生まれ
30（月）ＢＣＧ（※） H21.7.31～8.30生まれ

古市小3年生

岡
おか

村
むら

　健
けん

太
た

くん

古市小3年生

寺
てら

元
もと

　真
まさ

輝
き

くん

篠
山
Ａ
Ｂ
Ｃ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
出
場
者・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

城南小1年生

曽
そ

我
が

部
べ

 琉
る

望
の

さん

城南小4年生

戸
と

出
で

　愛
あい

莉
り

さん

子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

11
月
の
行
事
予
定

● ○ ●　イベント紹介　● ○ ●
子育てセミナー｢食育講座」 ～地域・家庭から育もう 食のこころと小さな命～

　管理栄養士の平
ひら

井
い

美
み

穂
ほ

先生
から、食育のお話を聞きました。
お米を中心とした食生活や、生
活リズムを身に付けることが、子
どもの健やかな成長につながるこ
とを学びました。

― 池尻神社の人形狂言・操り人形の首（町ノ田） ―

■（※）印の健診は対象者に個別に案内します。　■ポリオで対象外の未接種者は当日直接お越しください。　■会場はいずれも丹南健康福祉センターです。

　

平
成
22
年
３
月
７
日（
日
）に
行
う
第
30

回「
篠
山
Ａ
Ｂ
Ｃ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」の
出
場

者
と
、
大
会
当
日
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

　

毎
年
、
全
国
か
ら
約
１
０
，
０
０
０
人

の
ラ
ン
ナ
ー
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
早
春
の

丹
波
篠
山
路
を
駆
け
抜
け
ま
す
。
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
共
に
喜

出
題
内
容　

篠
山
市
の
歴
史
や
文
化
、
自

然
、
特
産
物
、
催
し
な
ど

出
題
方
式　

三
者
択
一
式
、
60
分

受
検
区
分　

初
段
ク
ラ
ス
＝
文
章
問
題
65

問
・
体
験
型
問
題
15
問
、
準
師
範
ク
ラ
ス

＝
文
章
問
題
70
問
・
体
験
型
問
題
15
問

申
込
期
限　

12
月
４
日（
金
）

申
し
込
み
方
法　

申
込
用
紙
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
次
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
・
文
化
財
課
☎

５
５
２
‐
５
７
６
９

池尻神社の人形狂言の操り人形

丹
波
篠
山
築
城
４
０
０
年
祭
記
念　

第
２

回「
う
り
ぼ
う
師
範
」の
受
検
者
を
募
集
！

　

う
り
ぼ
う
師
範
は
、
篠
山
市
に
関
す
る

検
定
試
験
で
す
。
地
域
の
こ
と
を
学
び
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
育は

ぐ
く

ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

対　

象　

市
内
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校

の
児
童
・
生
徒

と　

き　

12
月
23
日（
水
・
祝
）　

午
前
の

部
＝
10
時
〜
・
午
後
の
部
＝
14
時
〜

と
こ
ろ　

篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

う
り
ぼ
う
師
範
の
受
検
者
募
集
！

び
と
感
動
を
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

出
場
者

資　

格　

18
歳
以
上
の
方（
高
校
生
を
除
く
）

申
込
期
間　

11
月
１
日（
日
）〜
平
成
22
年

１
月
15
日（
金
）

申
し
込
み
方
法　

市
内
公
共
施
設
な
ど
に

備
え
て
い
ま
す
応
募
用
紙
を
ご
確
認
く
だ

さ
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

資　

格　

高
校
生
以
上
の
方

内　

容　

走
路
安
全
係
、
会
場
選
手
サ
ー

ビ
ス
係
、
給
水
係
、
駐
車
場
係
な
ど

申
込
期
限　

11
月
30
日（
月
）

申
し
込
み
方
法　

申
込
用
紙
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
次
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
・
文
化
財
課
☎

５
５
２
‐
５
７
６
９

絵画「どのドーナツにしましょうか」
絵画「虹の木であそんだよ！」 絵画「虹の木であそんだよ！」

20丹波篠山 Hyogo21 丹波篠山　2009.11

特
集

2▶5

企
業R

eport

6▶7

街
か
どR

eport

8▶9

市
政
レ
ー
ダ
ー

10▶13

ま
る
い
の
だ
よ
り

ま
ち
の
話
題

16▶17

さ
さ
や
ま
ホ
ッ
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

18▶19

は
ぐ
く
み

20▶21

Living Information
Sm
ile

22▶27

農
業
委
員
会
だ
よ
り

14▶15



LivingLiving
InformationInformation
Living
Information
LivingLiving
Information
Living

催
し

Living Information

館
、
立
杭
窯
元
周
辺

内　

容　

丹
波
焼
の
郷
・
立
杭
ウ
オ
ー
ク

ラ
リ
ー（
行
程
約
３
㎞
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会（
丹
波
地
区
44
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
交
流
大
会
）、
イ
ン
ド
ア
ホ
ッ
ケ
ー

体
験（
小
学
生
以
上
、
個
人
参
加
も
可
）

申
込
先　

各
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

篠山市役所 ☎552-1111

篠山市福祉事務所
 ☎552-1111

城東支所 ☎556-3111

多紀支所 ☎557-1161

西紀支所 ☎593-1111

丹南支所 ☎594-1131

今田支所 ☎597-3111

消防本部 ☎594-1119

火災情報 ☎590-2800

あさぎり苑 ☎552-0410

清掃センター ☎596-0844

市営斎場 ☎590-8200

篠山市教育委員会
 ☎552-5709

篠山市民センター
 ☎554-2188

西紀運動公園 ☎590-8118

篠山総合スポーツセンター
 ☎552-8681
中央公民館
（四季の森生涯学習センター）
 ☎594-1180

城東公民館 ☎556-3171

丹南健康福祉センター
 ☎594-1117

中央図書館 ☎590-1301

天ぷら油（廃食用油）のリサイクル
　現在、家庭で使用した天ぷら油など（廃食用油）
は、固めたり、紙に染み込ませたりして燃えるご
みとして処分されています。しかし、そうした廃
食用油を回収して、もう一度、乗用車などの燃料
として再生・再利用する取り組みが増えています。
　再生・再利用される燃料は、環境にやさしい
燃料として注目されており、ごみの減量や二酸
化炭素を減らすことにもつながります。最近は、
市内でも廃食
用油を回収す
る動きが出て
きました。身
近なところか
ら、ごみを資
源へ変える取
り組みを進め
ましょう。

わたしたちの地球のために

生活課☎552-5117
ささやまエコ日記消費生活情報 市民協働課

☎552-5112

マンション購入の電話勧誘
事　例
　職場へ「マンションを購入してオーナーになれば、家賃収
入が得られる」という電話勧誘が何度もかかってきて困って
いる。
ワンポイントアドバイス
　電話による勧誘販売は「特定商取引法」により、消費者が
一度断ると再び勧誘することを禁止しています。しかし、指
定された商品に関する電話勧誘のみが規制の対象となってお
り、マンションなどの不動産は対象となりません。不動産の
販売は「宅地建物取引業法」で定めてありますが、再勧誘の
電話を禁止するという規制はありません。
　今回の場合、いかにも家賃収入が保証されているような電
話勧誘ですが、実際に家賃収入が保証されているわけではあ
りません。また、マンションの購入は、非常に高額な契約と
なります。電話をなかなか切らせてくれず、職場の中では断
わりにくい状況でもありますが、きっぱりと断ることが何よ
り重要です。

丹
波
篠
山
黒
ま
め
課☎

５
５
２
‐
６
９
０
７

と　

き　

11
月
３
日（
火
）〜
12
日（
木
）

と
こ
ろ　

篠
山
観
光
案
内
所
北
側（
北
新

町
）

内　

容　

約
３
０
０
鉢
も
の
菊
花
を
展
示

篠
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
５
９
０
‐
１
３
８
８
／
こ
ど
も
未
来
課

☎
５
５
２
‐
１
１
１
５

交
流
会「
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
準
備
を
し
よ

う
！
」

と　

き　

11
月
12
日（
木
）10
時
〜
11
時
30

分と
こ
ろ　

四
季
の
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内　

容　

12
月
全
体
交
流
会（
フ
ァ
ミ
サ

ポ
・
ク
リ
ス
マ
ス
）の
催
し
物
の
準
備
や
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
り
な
が
ら
交
流
し
ま
す

対　

象　

協
力
・
両
方
会
員

申
込
期
限　

11
月
５
日（
木
）

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会「
発
達
障
が
い

の
特
性
と
理
解
に
つ
い
て
」（
全
２
回
）

と　

き　

11
月
20
日（
金
）10
時
〜
11
時
30

分と
こ
ろ　

四
季
の
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講　

師　

益ま
す

田だ

毅た
け
し

さ
ん（
ひ
ょ
う
ご
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
）

対　

象　

協
力
・
両
方
会
員

託　

児　

あ
り（
定
員
10
人
、
要
予
約
）

申
込
期
限　

11
月
13
日（
金
）

※ 

第
２
回
目
は
平
成
22
年
１
月
26
日（
火
）

出　

演　

松ま
つ

村む
ら

京き
ょ
う

子こ

さ
ん
ほ
か（
フ
ル
ー

ト
・
琴
・
ピ
ア
ノ
）、県
多
紀
ハ
ッ
ピ
ー
ボ
ー

イ
ズ

参
加
費　

５
５
５
円　

※
会
員
は
５
０
０

円
。
高
校
生
以
下
は
無
料
。

キ
ン
・
コ
ン
・
カ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

と
き
・
と
こ
ろ　

11
月
13
日（
金
）10
時
35

分
〜
11
時
20
分
＝
城
北
小
学
校

丹
波
篠
山
黒
ま
め
課☎

５
５
２
‐
６
９
０
７

と　

き　

11
月
21
日（
土
）13
時
30
分
〜
16

時
30
分

と
こ
ろ　

柏
原
公
民
館
体
育
館（
丹
波
市

柏
原
町
）

参
加
企
業　

篠
山
市
・
丹
波
市
に
所
在
す

る
企
業
約
30
社

対　

象　

高
校
生
・
大
学
生（
就
職
内
定

者
を
除
く
）、Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
、

一
般
求
職
者
な
ど

申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柏
原「
ふ
る
さ

と
就
労
相
談
コ
ー
ナ
ー
」☎
０
７
９
５
‐

７
２
‐
１
０
７
０

篠
山
産
業
高
校
丹
南
校

☎
５
９
５
‐
０
０
０
７

と　

き　

11
月
７
日（
土
）11
時
〜
12
時

と
こ
ろ　

篠
山
産
業
高
校
丹
南
校

内　

容　

環
境
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を

発
表
し
ま
す（
同
校
生
徒
）、
身
近
な
環
境

問
題
を
考
え
ま
す（
参
加
者
全
員
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

三み

宅や
け

慎し
ん

也や

さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
自
然
と
友
だ
ち
に
な
ろ

う
」代
表
）

申
込
先　

新
し
い
風
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
☎

５
６
８
‐

０
９
２
６
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
５
６
８

‐
２
３
９
９
）

に
予
定
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員
登
録
会

　

平
日
に
会
員
登
録
が
で
き
な
い
方
は
、

毎
月
第
２
土
曜
日（
９
時
〜
11
時
30
分
）

に
篠
山
市
社
会
福
祉
協
議
会（
丹
南
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）で
登
録
が
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
登
録
会
は
予
約
が
あ
っ
た
場
合

の
み
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

地
元
の
企
業
を
知
ろ
う

「
企
業
紹
介
フ
ェ
ア
２
０
０
９
」

社
会
教
育
・
文
化
財
課

☎
５
５
２
‐
５
７
６
９

と　

き　

11
月
14
日（
土
）13
時
〜

と
こ
ろ　

西
紀
体
育
館

※ 

運
動
の
で
き
る
服
装
で
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ガ
ラ
ス
細
工
体
験
教
室

清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
５
９
６
‐
０
８
４
４

と　

き　

11
月
18
日（
水
）・
19
日（
木
）

※
い
ず
れ
も
13
時
30
分
か
ら
約
３
時
間
。

と
こ
ろ　

清
掃
セ
ン
タ
ー

内　

容　

水
玉
や
花
模
様
の
ペ
ン
ダ
ン
ト

作
り

対　

象　

市
内
ま
た
は
丹
波
市
山
南
町
に

在
住
の
方

定　

員　

各
回
10
人（
教
室
は
１
回
ご
と

に
終
了
）　

※
先
着
順
、
複
数
回
の
参
加

も
可
能
。

参
加
費　

１
回
２
，
０
０
０
円

篠
山
市
文
化
祭

篠
山
市
文
化
協
会
事
務
局（
中
央
公
民
館

内
）☎
５
９
４
‐
１
１
８
０

芸
能
発
表
の
部

と　

き　

11
月
23
日（
月
・
祝
）10
時
〜

と
こ
ろ　

た
ん
ば
田
園
交
響
ホ
ー
ル

内　

容　

詩
吟
、
体
操
、
舞
踊
、
歌
謡
、

三
味
線
、
大
正
琴
、
邦
楽
な
ど

加
盟
団
体
発
表
会

タ
イ
ト
ル
・
と
き　

①
素
人
か
る
た
大
会

＝
11
月
７
日（
土
）10
時
〜
／
②
ヤ
マ
ハ
音

楽
教
室
発
表
会
＝
８
日（
日
）10
時
30
分
〜

／
③
エ
レ
ク
ト
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
・
Ｅ
Ｓ
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
篠
山
地
区
大
会
＝
８
日（
日
）

13
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

①
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー
／
②
③

た
ん
ば
田
園
交
響
ホ
ー
ル

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
行
事

篠
山
市
菊
花
展

丹
波
篠
山
黒
ま
め
課☎

５
５
２
‐
１
１
１
４

と　

き　

11
月
７
日（
土
）10
時
〜
12
時

と
こ
ろ　

た
ん
ば
田
園
交
響
ホ
ー
ル

内　

容　

品
評
会
の
表
彰
式
な
ど

社
会
教
育
・
文
化
財
課

☎
５
５
２
‐
５
７
６
９

と　

き　

11
月
７
日（
土
）９
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

今
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
今
田
体
育

関
西
茶
業
振
興
大
会
兵
庫
県

大
会
式
典

「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
ひ
ょ
う
ご
」

丹
波
地
域
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

さ
さ
や
ま
環
境
ま
ち
づ
く
り
ゼ
ミ

（
丹
南
校
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
講
習
会・大
会

丹
波
の
森
国
際
音
楽
祭

シ
ュ
ー
ベ
ル
テ
ィ
ア
ー
デ
た
ん
ば
２
０
０
９

（
財
）兵
庫
丹
波
の
森
協
会

☎
０
７
９
５
‐
７
２
‐
５
１
７
０

篠
山
街
角
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

11
月
15
日（
日
）10
時
30
分
〜
12

時
30
分

と
こ
ろ　

洞
光
寺（
東
本
荘
）燃料に

が
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で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項　

か
か
り
つ
け
の
医
師
と
相
談

し
、
体
調
が
良
い
と
き
に
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。
過
去
に
予
防
接
種
で
ア
レ
ル
ギ
ー

を
起
こ
し
た
こ
と

の
あ
る
方
や
鶏
卵
・

鶏
肉
に
過
敏
症
の

方
、
体
調
の
悪
い
方

は
、
接
種
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す福

祉
総
務
課
☎
５
５
２
‐
７
１
０
１

　

市
内
で
も
感
染
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
そ
の
性
質
や
症
状

の
見
分
け
方
、
治
療
方
法
、
医
療
機
関
で

の
受
診
方
法
、
自
宅
療
養
の
注
意
点
な
ど

を
学
ぶ
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
感

染
予
防
対
策
と
し
て
、
効
果
的
な
手
洗
い

や
マ
ス
ク
の
着
け
方
、
学
校
・
施
設
で
の

集
団
発
生
を
防
ぐ
方
法
な
ど
も
お
話
し
い

た
だ
き
ま
す
。

　

講
演
会
終
了
後
に
は
、
市
の
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
担
当
者
も
加
え
、
会
場

の
皆
さ
ん
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関

す
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
12
日（
木
）19
時
30
分
〜
21

時
40
分

と
こ
ろ　

篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　

講
演
会「
こ
ん
な
と
き
ど
う
す

る
？
？
？
〜
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備

え
て
〜
」（
仮
称
）

講　

師　

中な
か

野の

正ま
さ

則の
り

さ
ん（
中
野
医
院
）

手
数
料　

１
点
１
，
１
０
０
円

申
込
先　

市
役
所
本
庁
、
各
支
所

申
込
期
限　

11
月
９
日（
月
）17
時

環
境
・
衛
生

ネ
コ
の
引
き
取
り

休
日
の
ご
み
の
持
ち
込
み

健
康

（
財
）兵
庫
丹
波
の
森
協
会

☎
０
７
９
５
‐
７
２
‐
５
１
７
０

と　

き　

11
月
29
日（
日
）

開
演
時
間
・
題
名
・
出
演
団
体　

10
時
30

分「
夕
暮
れ
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」（
劇
研

椎
の
実
）／
13
時「
う
そ
！
ウ
ソ
？
ダ
イ
ナ

ソ
ー
」（
劇
団
シ
ー
ブ
）／
15
時
30
分「
ぼ

く
の
座
敷
わ
ら
し
」（
劇
団
水
彩
パ
ル
チ
ザ

ン
）

と
こ
ろ　

丹
波
の
森
公
苑
・
ホ
ー
ル

入
場
料　

５
０
０
円　

※
全
席
自
由
席
。

篠
山
市
い
ず
み
会（
健
康
課
内
）

☎
５
９
４
‐
１
１
１
７

と　

き　

12
月
17
日（
木
）９
時
〜
14
時

（
受
け
付
け
は
８
時
45
分
〜
）

と
こ
ろ　

篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　

健
康
の
講
話
、
調
理
実
習

対　

象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

定　

員　

30
人

参
加
費　

１
人
２
０
０
円

申
込
期
限　

11
月
24
日（
火
）

社
会
教
育
・
文
化
財
課

☎
５
５
２
‐
５
７
６
９

出
展
期
間　

11
月
23
日（
月
）〜
29
日（
日
）

と
こ
ろ　

篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

部　

門　

一
般
＝
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
、
写
真　

特
別
＝
盆
栽

資　

格　

15
歳
以
上（
市
内
外
問
わ
ず
）

出
品
点
数　

１
部
門
に
つ
き
１
人
１
点

出
品
料　

１
点
１
，
０
０
０
円（
高
校
生

以
下
は
無
料
。
特
別
部
門
は
、
１
点
に
つ

き
５
０
０
円
）

申
込
期
限　

11
月
６
日（
金
）

申
し
込
み
方
法　

事
前
出
品
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

丹
波
篠
山
黒
ま
め
課
☎
５
５
２
‐

６
９
０
７
／
王
地
山
陶
器
所
☎
５
５
２
‐

５
８
８
８

と　

き　

○
第
１
・
第
３
木
曜
日
10
時
〜

12
時　

○
第
２
・
第
４
木
曜
日
13
時
30
分

〜
15
時
30
分　

○
第
１
・
第
３
土
曜
日
10

時
〜
12
時（
右
記
の
３
つ
の
ク
ラ
ス
）　

※

12
月
か
ら
開
始
。

と
こ
ろ　

王
地
山
陶
器
所（
河
原
町
）

内　

容　

初
心
者
対
象
の
陶
芸
教
室

定　

員　

各
ク
ラ
ス
12
人（
先
着
順
）

参
加
費　

入
会
金
＝
１
０
，
０
０
０
円

（
初
回
の
粘
土
、
道
具
代
を
含
む
）、
月
会

費
＝
３
，
０
０
０
円　

※
２
回
目
以
降
は

別
途
、
粘
土
代
と
し
て
１
㎏
当
た
り
１
，

０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

申
込
開
始
日　

11
月
１
日（
日
）

上
水
道
課
☎
５
５
２
‐
５
０
９
３
／（
夜

間
）西
新
町
浄
水
場
☎
５
５
２
‐
０
２
４
１

　

火
災
発
生
時
に
消
火
栓
を
使
用
し
た
場

合
、
水
道
管
内
の
流
速
が
変
化
し
て
水
道

水
が
濁
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
消
防
活
動
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
場
合
、
上
水
道
課
で

健
康
課
☎
５
９
４
‐
１
１
１
７

と　

き　

12
月
13
日（
日
）10
時
〜
14
時

（
受
け
付
け
は
９
時
45
分
〜
）

と
こ
ろ　

今
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

内　

容　

健
康
の
講
話
、
調
理
実
習（
手

作
り
う
ど
ん
に
挑
戦
し
ま
す
）

対　

象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
男
性

定　

員　

15
人

参
加
費　

１
人
５
０
０
円

申
込
期
限　

11
月
17
日（
火
）

Living Information

は
早
急
に
適
正
な
状
態
に
復
旧
す
る
よ
う

努
め
ま
す
。
水
道
水
の
ご
使
用
に
当
た
っ

て
は
、
水
が
透
き
通
っ
て
い
る
こ
と
を
ご

確
認
の
上
、
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

催
し

丹
波
の
森
演
劇
祭

男
性
の
料
理
教
室

健
康
ア
ッ
プ
教
室

募
集

水
道

篠
山
市
展
の
出
展
作
品

陶
芸
倶
楽
部
の
会
員

兵
庫
県
広
聴
室

☎
０
７
８
‐
３
６
２
‐
３
０
２
１

資　

格　

県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学

で
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
で
き
る
18
歳
以
上
の

方（
県
職
員
な
ど
を
除
く
）

内　

容　

県
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
回
答（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
）

申
し
込
み
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
e
b
.p
re
f.h
y
o
g
o
.lg
.jp
/a
c
2
0
/

m
onitor.htm

l

）か
ら
応
募

県
民
モ
ニ
タ
ー

火
災
に
伴
い
水
道
水
が

濁
る
場
合
が
あ
り
ま
す

上
水
道
課
☎
５
５
２
‐
５
０
９
３

　

計
量
法
に
定
め
ら
れ
た
有
効
期
間
満
了

を
迎
え
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
作

業
を
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
へ
は
、
事

前
に
は
が
き
で
ご
案
内
し
ま
す
。
ま
た
、

取
り
替
え
作
業
中
は
、
水
道
を
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

上
水
道
課
☎
５
５
２
‐
５
０
９
３

　

上
水
道
課
で
は
毎
月
、
水
道
法
に
基
づ

い
た
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査

の
結
果
は
、
水
質
基
準
を
す
べ
て
ク
リ
ア

し
て
い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
５
９
６
‐
０
８
４
４

と　

き　

11
月
３
日（
火
・
祝
）９
時
〜
12
時

※ 

相
当
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

余
裕
を
も
っ
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
課
☎
５
５
２
‐
５
１
１
７

収
集
日　

11
月
11
日（
水
）

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

に
ご
協
力
を

き
れ
い
で
安
全
な
水
道
水

を
供
給
し
ま
す

粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集

生
活
課
☎
５
５
２
‐
５
１
１
７

と　

き　

11
月
10
日（
火
）／
24
日（
火
）８

時
30
分
〜
12
時（
時
間
厳
守
）

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
、
各
支
所

※ 

飼
い
ネ
コ
の
場
合
は
、
兵
庫
県
収
入
証

紙
１
，
７
０
０
円
分
が
必
要
で
す
。

健
康
課
☎
５
９
４
‐
１
１
１
７

　

高
齢
者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る

と
、
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す

確
率
が
高
く
、
最
悪
の
場
合
、
死
に
至
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
予
防
接
種
を
受
け

て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
予
防
接
種
は
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と　

き　

12
月
15
日（
火
）ま
で

と
こ
ろ　

市
内
の
医
療
機
関

接
種
回
数　

１
回

対　

象　

市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、
予
防

接
種
を
受
け
る
日
に
65
歳
以
上
の
方

接
種
費
用　

２
，
０
０
０
円

申
し
込
み
方
法　

希
望
さ
れ
る
市
内
の
医

療
機
関
へ
電
話
で
予
約　

※
今
年
度
は
ワ

ク
チ
ン
の
製
造
量
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
接
種
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種（
65
歳
以
上
）

さ
さ
や
ま
地
域
医
療

フ
ォ
ー
ラ
ム

　今年9月に大阪府や福岡県で、老朽化して腐食が
進んだ消火器を操作して、消火器容器が破裂する事
故が発生しました。これらの事故で子どもと高齢者
が大けがをされました。
　事故の防止のため、次の写真のような消火器は絶
対に使用しないでください。

消火器の廃棄
　日本消火器工業会では、消火器容器の耐用年数を8年、消火
薬剤の有効期間を5年としています。設置している場所により
状態は異なりますが、買い替えや詰め替えの目安としてくださ
い。
　また、不用になった古い消火器の廃棄処理（放射や解体）
を、家庭では絶対に行わないでください。処分を希望される方
は、市内の消防防災機器取扱店で、1本1,000円程度で引き
取ってもらえますのでご相談ください。消防防災機器取扱店を
お知りになりたい場合は、消防本部予防課まで。

老朽化した消火器の破裂事故にご注意を！！
消防本部予防課 ☎594-1118
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Living Information

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
を
紹
介
し
ま
す

平成21年9月末現在（前月比）

人　　口 45,352人 （－26人）
　　女 23,587人 （－16人）
　　男 21,765人 （－10人）
世 帯 数 16,517世帯 （－5世帯）

人　　口 45,352人 （－26人）
人のうごき

このコーナーへの掲載希望は健康課まで。

井
いの

上
うえ

　瑛
えい

治
じ

ちゃん（１歳）

●住　　所：杉
● ひとこと：生まれてきてくれてありがとう

あなたの笑顔でわたしたちは幸せになれ
ます。

赤
あか

星
ほし

　仁
じん

之
の

輔
すけ

ちゃん（１歳）

●住　　所：東岡屋
● ひとこと：ジンジン１歳おめでとう！大好き
な兄ちゃんと仲良く元気に大きくなってね。

安
やす

原
はら

　梨
り

桜
お

ちゃん（１歳）

●住　　所：谷山
● ひとこと：わが家の大切な宝物の梨桜ちゃ
ん。毎日、かわいいしぐさや行動でパパとマ
マを楽しませてくれるね。これからも元気に
すくすく育ってね。

篠
山
市
成
人
式
実
行
委
員
会（
中
央
公
民

館
内
）☎
５
９
４
‐
１
１
８
０

と　

き　

平
成
22
年
１
月
11
日（
月
・
祝
）

10
時
30
分
〜（
受
け
付
け
は
10
時
〜
）

と
こ
ろ　

た
ん
ば
田
園
交
響
ホ
ー
ル

対　

象　

平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平
成
２

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

そ
の
他　

成
人
式
の
案
内
は
、
平
成
21
年

９
月
１
日
現
在
の
篠
山
市
住
民
基
本
台
帳

を
も
と
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
就
職
や
進

学
な
ど
で
市
外
に
住
所
を
変
更
さ
れ
て
い

る
方
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
、
案
内
状

が
届
か
な
い
方
、
申
し
込
み
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
12
月
４
日（
金
）ま
で
に
中
央

公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

内
の
土
地
＝
２
０
０
㎡
以
上

動
に
は
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
物
を
見

掛
け
た
な
ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
情
報
で

も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
警
察
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

丹
波
篠
山
え
こ
り
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
ま

ち
づ
く
り
ポ
ケ
ッ
ト
こ
ら
ぼ
）５
５
２
‐

４
１
４
１

と　

き　

11
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）

※
い
ず
れ
も
11
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

篠
山
城
跡
三
の
丸
広
場

内　

容　

電
動
ア
シ
ス
ト
幼
児
２
人
同
乗

用
自
転
車
体
験（
安
全
に
配
慮
し
た
、
幼

児
２
人
の
同
乗
が
可
能
な
３
人
乗
り
自
転

車
を
試
乗
で
き
ま
す
）、
最
新
モ
デ
ル
の

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
試
乗
体
感
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン（
篠
山
城
跡
に「
試
乗
体
感
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
」が
や
っ
て
き
ま
す
）

お
知
ら
せ

ま
ち
な
み
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

兵
庫
県
都
市
計
画
課

☎
０
７
８
‐
３
６
２
‐
３
５
７
８

　

篠
山
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
見
直
し（
案
）が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
説
明
会（
公
聴
会
）を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。ま
た
、同
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
も
募
集
し
ま
す
の
で
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集

募
集
期
間　

11
月
６
日（
金
）〜
26
日（
木
）

案
の
閲
覧
場
所　

兵
庫
県
都
市
計
画
課
・

丹
波
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー
・
市
地
域
整

備
課
の
各
窓
口
、
兵
庫
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
eb.pref.hyogo.lg.jp/

tow
n/cate3_201.htm

l

）

申
し
込
み
方
法　

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
次
の
提
出
先
ま
で

説
明
会（
公
聴
会
）

と　

き　

12
月
１
日（
火
）14
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

四
季
の
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
申
込
期
限　

11
月
27
日（
金
）

参
加
申
し
込
み
方
法　

任
意
の
様
式
で
住

所
、
氏
名
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
次
の
提
出
先
ま
で

　

ま
た
、
説
明
会
で
、
案
に
対
し
て
の
意

見
を
述
べ
ら
れ
た
い
方
は
、
次
の
期
間
内

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

公
述
申
込
期
間　

11
月
６
日（
金
）〜
24
日

（
火
）

申
し
込
み
方
法　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
直
接
提
出

提
出
先　

兵
庫
県
都
市
計
画
課

（
〒
６
５
０
‐
８
５
６
７
・
神
戸
市
中

央
区
下
山
手
通
５
‐
10
‐
１
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
８
‐
３
６
２
‐
４
４
５
３
、
Ｅ
メ
ー

ルtoshikeikakuka@
pref.hyogo.lg.jp

兵
庫
県
都
市
政
策
課
☎
０
７
８
‐
３
４
１

‐
７
７
１
１
／
篠
山
市
地
域
整
備
課
☎

５
５
２
‐
５
０
２
５

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出
制
度

　

一
定
の
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
し
た

場
合
は
、
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
２
週
間
以
内
に
、
市
を
経
由
し
て
知

事
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
が
必
要
な
面
積　

都
市
計
画
区
域

内（
西
紀
北
小
学
校
区
を
除
く
市
内
全
域
）

＝
５
，
０
０
０
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域

外（
西
紀
北
小
学
校
区
）１
０
，
０
０
０
㎡

以
上

土
地
の
先
買
い
制
度

　

県
や
市
が
都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序

あ
る
整
備
を
促
進
す
る
た
め
に
、
必
要
な

土
地
を
計
画
的
に
取
得
す
る
制
度
で
す
。

土
地
を
売
却
す
る
場
合
に
は
、
譲
渡
し
よ

う
と
す
る
３
週
間
前
ま
で
に
、
市
を
経
由

し
て
知
事
に
届
け
出
が
必
要
で
す（
届
け

出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
届
け
出
を

し
た
り
し
た
場
合
、
罰
則
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

届
け
出
が
必
要
な
面
積　

都
市
計
画
区

域
で
都
市
計
画
施
設（
道
路
や
公
園
な
ど

の
都
市
計
画
決
定
を
受
け
た
施
設
）の
区

域
内
な
ど
の
土
地
＝
２
０
０
㎡
以
上
、
そ

れ
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
＝

１
０
，
０
０
０
㎡
以
上

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
へ
土
地
の
売
却

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申
し
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
し
出
が
で
き
る
面
積　

都
市
計
画
区
域

精
神
障
害
者
家
族
相
談
会

篠
山
市
成
人
式
の
案
内

篠
山
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

土
地
の
売
買
に
か
か
わ
る
制
度

篠
山
警
察
署
☎
５
５
２
‐
０
１
１
０

　

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
で
特
別
手
配

さ
れ
て
い
る
オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
被
疑
者

を
は
じ
め
、
殺
人
や
強
盗
な
ど
の
凶
悪
事

件
、
粗
暴
・
窃
盗
・
知
能
犯
事
件
な
ど
で

指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
は
、
再
び

犯
行
を
繰
り
返
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
早

期
に
検
挙
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪
の
被
疑

者
を
選
定
し
て
、
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
指
名
手

配
被
疑
者
の
発
見
に
向
け
た
各
種
捜
査
活

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙

に
ご
協
力
を

ふるさとの貴重な動植物

教
育
総
務
課
☎
５
５
２
‐
５
７
０
９

と　

き　

11
月
14
日（
土
）８
時
30
分
〜
10
時

と
こ
ろ　

①
鼓
峠
周
辺　

※
つ
づ
み
公
園

広
場
に
集
合
。　

②
古
市
地
区
周
辺　

※

古
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
消
防
セ
ン
タ
ー
に

集
合
。

持
ち
物　

軍
手
、
火
ば
さ
み
、
ご
み
袋

※
け
が
や
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の

乗
車
体
験

試乗体感キャラバンカー

　最近、環境破壊などで広く大きな草原がなくなり、大型で動きが鈍いクツワムシ
は各地で減少しています。また、破壊された環境がその後回復しても、飛翔能力
の乏しいクツワムシは、他地から移動してくるのが難しいといわれています。市内
でも安定して観察できるのは数箇所で、3mくらいの木に虫がえさとするクズなど
が生い茂っている場所に限られています。名前の由来は、馬の口にくわえさせるク
ツワに似た音をたてるところからきています。子どものころ、うるさい虫の代名詞で、
「ガチャガチャ」と音を出している姿が、あちこちでみられたものです。緑色、赤
褐色、黄褐色（3種類）の体色の個体がいます。

ＮＰＯ法人こどもと虫の会、篠山自然の会　大
おお

塚
つか

剛
ごう

二
じ

さんの協力

クツワムシ（キリギリス科）

地
域
福
祉
課
☎
５
５
２
‐
７
１
０
２

と　

き　

11
月
９
日（
月
）13
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

障
害

者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
ス
マ
イ
ル
さ

さ
や
ま（
東
沢
田
）

　

※
要
予
約
。
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この広報紙は再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用しています

丹波篠山
平
成
21
年
10
月
21
日
発
行

問い合わせ　篠山市立歴史美術館 ☎552-0601

9：00～16：30
（最終日は16：00）
※毎週月曜日休館（祝祭日は翌日）

篠山歴史美術館

大　人：500円
大学・高校生：400円
中学・小学生：300円

寿老・松竹梅鶴図

軍　扇

王地山焼染付瓔珞文両耳花生二十八間筋兜 面頬付

12月6日（日）まで
観覧時間

観覧料

フ
ィ
ナ
ー
レ
記
念
イ
ベ
ン
ト

と　

き　

10
月
31
日（
土
）12
時
〜
19
時
30
分

と
こ
ろ　

大
手
前
展
示
館
お
よ
び
周
辺
施
設

【主催】丹波篠山築城400年祭実行委員会　【後援】財団法人地域活性化センター
●この事業は、（財）地域社会振興財団の交付を受けて実施しています。
●この事業は、長寿社会づくりソフト事業として実施しています。

※イベントの詳細は、各世帯に配布しています「丹波篠山築城400年祭
　フィナーレ記念イベントチラシ」をご覧ください。 問い合わせ

築城400年祭推進課
　　☎552-1117


